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[bookmark: _Toc367443430][bookmark: _Toc368051514][bookmark: _Toc368053126][bookmark: _Toc23339476][bookmark: _Toc396916990][bookmark: _Toc368061956]本書を理解するために 
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報を掲載しています。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標に関する重要な情報が表示されています。 

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須 
	コア評価
	PRI 2



指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は任意です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、または比較に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も任意です。



目的

	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織が他の指標に該当する場合、モジュール内の他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用されます。

	コア評価
	[image: ]
	これらの指標は評価の中核部分を形成するものであり、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替となる実務を表しており、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標であり、組織の活動等を説明することができます。



指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを熟読のうえ、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告が可能な項目の事例など、サブ指標を正確に解釈するうえで指針となるものです。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する場合やその指標がそれ以降の指標に影響を及ぼすかどうかについて説明しています。ロジックボックスがない場合は指標は必ず適用されますが、他の指標に影響を及ぼすことはありません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価方法の概要を記載しています。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される個々の用語の定義を説明しています。
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[bookmark: _Toc23339477][bookmark: _Hlk524778478]モジュールの経路
CM 01: 貴社のレポートに対して行ったデータ検証プロセスの表示（該当する場合）

Indicator status
Purpose
Principle
CM 05
MANDARTORY
ADDITIONALLY ASSESSED
GENERAL

CM 05
INDICATOR

CM 02: 昨年のPRI透明性レポートの保証に関する詳細
CM 05
INDICATOR






CM 04: 本年度のPRI透明性レポートの保証に関する詳細
CM 03: PRI透明性レポートのデータに限定していない信頼醸成の措置
CM 05
INDICATOR

回答の送信
CM 08: 貴社の原則の実施および報告・評価プロセスに関するフィードバックを報告フレームワークがどの程度捕捉しているか
CM 10: 送信前の最終確認
CM 09: 報告および評価に関する連絡先
CM 05:  選択された回答に対する第三者の保証
CM 06: 第三者の保証またはRI関連プロセスの監査 
CM 07:  内部検証

[bookmark: _Toc23339478]序文
本モジュールでは、回答者の皆さんがPRI報告フレームワークに関するフィードバックを行うとともに、送信前に回答内容の精査・見直しを行う機会を提供しています。

改正の概要
	2020年 指標
	改正の概要

	CM 01.1
	説明を改正しました。

	CM 08.3
	サブ指標を削除しました。

	CM 10.3
	サブ指標のすべてのロックを解除しました。


モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。




	セクション

	[bookmark: _Toc23339479]信頼醸成措置



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 01
	必須 
	追加評価
	一般



	CM 01
	指標

	CM 01.1
	本年度のPRI 透明性レポート を対象に提供いただく報告情報が以下項目にある各プロセスを経たものであるかどうかを明示してください:

	
	 本年度のPRI 透明性レポートの中の主要な回答について第三者の保証
 その後に、本年度のPRIへの回答に使用された他のソースからのデータポイントに関する第三者の保証
 （本年度PRIに報告された）RIプロセスの的確な実施に関する第三者による保証または監査
 （本年度PRIに報告された）RIプロセスの的確な実施またはRIデータの正確性についての内部監査
 PRIへの提出前の回答に対する内部検証（例：CEOまたは取締役会によるもの）
 PRI透明性レポート全体について内部で検証されている
 主要なデータが内部で検証されている
 その他、具体的説明してください_______
 上記のいずれも該当しない

	CM 01.2

	[bookmark: _Hlk501007652]補足情報 
[任意] 

	
	


	CM 01
	説明


	CM 01.1
	署名者が報告フレームワークへの回答の信頼性を強化する方法はいくつかあります。この件についてはこちらをお読みください。
採点手法において、PRIが信頼性確保のめに特定の手段を用いるようなことはありません。
ESG報告書で選択された回答に対する第三者の保証の推奨頻度:
-	年1回: AUMや資産クラスの内訳など、署名機関によるその他の指標のトリガ-の有無に影響するデータの場合
-	2～3年に1回: ポリシー、ポリシーの開示、エンゲージメントの結果など
各関係者が報告情報を精査、検証や保証を行った場合には、該当する回答オプションを選択してください。これは、PRIに報告され、その結果、本報告年度のPRI 透明性レポートに使われた情報に固有のものです。
その他のソース (例えば、CSRレポートまたは統合レポート) から保証済みのデータを取得し、それらのデータポイントをPRIへの本年度の回答に組み入れている場合には、「その後に、本年度のPRIへの回答に使用された他のソースからのデータポイントに関する第三者の保証」を選択してください。　
PRI署名者が報告する保証オプションの種類およびこれらのオプションがPRI 透明性レポート内の報告データとどのような関連があるのかに関する詳細な情報については、PRI signatories and assurance に掲載されている最新のPRI公表文献を参照願います。

	CM 01.2
	ここに含まれるものとしては、範囲の検討、特定の保証・検証措置を選択する理由、保証・検証活動に関するステークホルダーからのフィードバック、貴社にとってのこれらの活動に取り組むメリット、保証・検証活動後の重要な所見および推奨事項、それらの推奨事項を貴組織がどのように実施したか、またはどのように実施する予定かが挙げられます。

	ロジック

	CM 01
	「本年度のPRI 透明性レポートの中の主要な回答について第三者の保証」と回答すると、[CM 05] のロックが解除されます。この選択肢を選択すると、[CM 04] はロックされます。
「その後に、本年度のPRIへの回答に使用された他のソースからのデータポイントに関する第三者の保証」と回答すると、[CM 05] のロックが解除されます。
「（本年度PRIに報告された）RIプロセスの実施に関する第三者による保証または監査」あるいは「（本年度PRIに報告された）RIプロセスまたはRIデータの実施についての内部監査」と回答すると、[CM 06] のロックが解除されます。
「PRIへの提出前の回答に対する内部検証（例：CEOまたは取締役会によるもの）」と回答すると、[CM 07] のロックが解除されます。

	評価

	CM 01
	指標CM 01への回答は、戦略およびガバナンス・モジュールのスコアの一部として評価されます。
終了モジュールに関するスコアはありません。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	CM 01.1において「いずれも該当しない」または「その他」を選択
	

	
	CM 01.1から一つのオプションを選択
	

	
	CM 01.1から二つ以上のオプションを選択
	



	CM 01
	定義

	第三者の保証
	独立した第三者が実施する保証活動を意味し、一定の保証基準に沿って実施され、報告されたデータの信頼性に関する公的な結論を生み出します。

	内部検証/見直し
	経営幹部、取締役会、組織内の特定の部署またはワーキング・グループが一部の/全てのPRI向け回答を提出前に見直すことを意味します。 

	RIプロセスの的確な実施に関する第三者による保証または監査
	一般的に、次の二つの形態を取ります:
独立した第三者が実施する監査であり、十分な管理統制が整備されており、責任投資ポリシーが適切に遵守されるよう万全の対応が図られているという確信をマネジメントに与えることを目的に設定されている一定の保証基準に従って行われる監査 (データ品質についてのコメントは出されず、また、通常は声明書が出されることもない)。　
独立した第三者が実施する監査であり、資産運用などの外部委託業務の信頼性について顧客に確信を与えることを目的とする監査 (データ品質についてのコメントは出されず、また、通常は、声明書が出されることもない)。

	RIプロセスやRIデータの正確な実施に関する内部監査
	しかるべき保証基準 (例えば、グローバル・インスティチュート・オブ・インターナル・オーディタ―ズが策定している内部監査専門家向けの国際基準) に従って内部監査人が実施する保証。
貴社のリスク管理、ガバナンスおよび内部統制プロセスが効果的に機能していることについて独立した (監査人が対象プロセスから除外されている状態で) 保証を与えることを目的とするものです。この種の保証は、基本的には、組織によるリスク管理の評価に関わるものです。例えば、内部監査人は、リスク管理プロセス、内部統制システムおよびコーポレート・ガバナンス・プロセスの品質を評価のうえその結果をマネジメント/取締役会に報告します。詳細ついては、www.iia.org.uk を参照願います。

	PRIとして適切であるとは見なさない事柄 

	データ作成における第三者の支援
	コンサルタントが報告の編集を手助けすること (監査基準では、一般的に、報告書の作成者が当該報告書の監査を行わないよう求めています。何故なら、そのような監査はもはや独立したものではなくなるためです。)

	第三者からのデータ受領
	一部またはすべてのデータを第三者から受領すること (例えば、議決権行使助言会社)。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 02
	必須 
	説明
	一般



	CM 02
	指標

	CM 02.1

	昨年度のPRI 透明性レポートに関しては、第三者による独立した保証を取り付けている

	
	 昨年度については、PRI 透明性レポート全体を対象に保証されている
 昨年度のPRI 透明性レポートにおいては、主要なデータについて保証をされている
 昨年度のPRI 透明性レポートを保証していない
 上記のいずれにも該当しない。準備年度であったため、昨年度は報告を行っていない

	CM 02.2
	昨年度のPRI 透明性レポート全体またはその主要なデータに関する第三者保証について、詳細を提供してください。

	
	保証の対象となるデータ
	関連モジュール
	保証を行った者
	使用した保証基準
	目指した保証レベル
	外部保証提供者の報告書へのリンク先


	
	 財務・組織データ
 RI活動関連データ
 RIポリシー
 RIプロセス（エンゲージメントプロセス等）
 ポートフォリオのESG運用データ
 その他、具体的に記入___
	 [モジュールのチェックボックス]
 組織概要
 モジュール 2
 モジュール 3
等
	
	 ISAE/ ASEA 3000
 ISAE 3402
 ISO規格、具体的に記入____
 AAF01/06
 AA1000AS 
 IFCパフォーマンス基準
 ASAE 3410 温室効果ガス報告に対する保証業務
 国家規格、具体的に記入____
 その他、具体的に記入____
	 限定的またはそれに準じるもの
 合理的またはそれに準じるもの
	[URL]

	CM 02.3
	補足情報 [任意]

	
	





	CM 02
	説明

	CM 02.1
	貴社が昨年度のPRI 透明性レポートに固有な、第三者による独立した保証を取得した場合には、該当する回答オプションを選択してください。

	ロジック

	CM 02.1
	[CM 02.1]  において「昨年度については、PRI 透明性レポート全体を対象に保証されている」あるいは「昨年度のPRI 透明性レポートにおいては、主要なデータについて保証をされている」と回答すると、[CM 02.2]  が適用されます。



	CM 02
	定義

	目指した
保証レベル
	多くの場合、エンゲージメント活動の保証には二つの異なる種類があります。例えば、ISAE3000は、「限定的な保証」および「合理的な保証」のために利用されており、一方、 AA1000は、「高度な」および「中程度の」水準の保証のために使われています。
合理的な保証は、限定的な保証エンゲージメントよりも高いレベルの信用を提供し、RIプロセスの場合、ある程度、データ収集プロセス、または情報そのものを見直します。IFAC定義のように、合理的な保証では、「当方の見解では、XYZ基準に基づき、あらゆる重要な点において、内部統制が有効である」など、実施者が肯定的な形で結論を伝えます。
限定的な保証では、「XYZ基準に基づき、あらゆる重要な点において、内部統制が有効でないと当方が信じるに足るものは何一つ見当たらなかった」など、実施者が否定的な形で結論を伝えます。






	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 03
	必須 
	説明
	一般



	CM 03
	指標

	CM 03.1
	PRI 透明性レポートに含まれているデータに限定せず、信頼醸成措置を定めている。:　

	
	 RI認証または表示スキームに対して忠実
 本年度のPRI透明性レポートに公的報告書(例えば、サスティナビリティ・レポート) からの抜粋を含む場合には、当該公的報告書の全体を対象に独立した/第三者の保証を取り付けている
 保有投資資産に関するESG監査
 その他、具体的に説明してください_______
 上記のいずれも該当しない

	CM 03.2

	RI認証または表示スキームに忠実である

	
	どのスキームですか?
	スキームが適用される資産の総AUMに占める割合 

	
	 EUROSIF透明性ガイドラインに基づく国家SRIラベル
	 < 25%
  25-50 %
 50-70 %
 >75 % [ラジオボタン]

	
	 Bコーポレーション
	[同上]

	
	 英国スチュワードシップコード
	[同上]

	
	 GRESB
	[同上]

	
	 商品種別ラベル（BCI等）、具体的に記入____
	[同上]

	
	 社会貢献ラベル、具体的に記入____
	[同上]

	
	 気候ラベル、具体的に記入____
	[同上]

	
	 RIAA
	[同上]

	
	 その他、具体的に記入____
	[同上]

	CM 03.3
	公的報告書（第三者による保証を実施するサスティナビリティ・レポートで、本年度のPRI透明性レポート においてその抜粋を使用したもの等）へのリンクを提供してください。また、外部保証提供者へのリンクも含めてください。

	
	サスティナビリティ/RI/統合レポートへのリンク先
	外部保証提供者の報告書へのリンク先

	
	[URL]
	[URL]

	CM 03.4
	どのデータが保証対象となったのかも含め、保有資産に関する、外部の / 第三者によるESG監査のプロセスを説明してください。


	
	

	CM 03.5
	補足情報 [任意]




	CM 03
	説明

	CM 03.1

	本年度PRIに報告したデータに固有のものではないが、貴社のRI活動におけるステークホルダーの信頼を築くために有益な信頼醸成措置を講じた場合は、該当する回答オプションを選択してください。
例えば、貴組織がファンド認証または表示スキームに忠実である場合、（このことをPRIに報告している場合を除き）貴社がPRIに提供した回答の保証や検証とは無関係となります。但し、これによって貴社のRI活動において、より広範にステークホルダーの信頼が構築されます。
同様に、貴組織が公的報告書全体について保証を取り付け（CSRまたは統合報告書）、その報告書からの抜粋を貴社のPRI透明性レポートに含めた場合、これが貴社のRI活動での信頼構築を図ることになりますが、当該公的報告書のどの側面が保証されたのかが不明であるため、PRI透明性レポート内のデータと明確な関係はないものとなります。

	ロジック

	CM 03
	[CM 03.1] において「RI認証または表示スキームに忠実である」を選択した場合、[CM 03.2] のロックが解除されます。
[CM 03.1] において「本年度のPRI透明性レポートに公的報告書(例えば、サスティナビリティ・レポート) からの抜粋を含む場合には、当該公的報告書の全体を対象に独立した/第三者の保証を取り付けている」を選択した場合、[CM 03.3] のロックが解除されます。
[CM 03.1] において「保有投資資産に関するESG監査」を選択した場合、[CM 03.4] のロックが解除されます。



	CM 03
	定義

	RI 認証または表示スキーム
	組織またはファンド・レベルの表示または認証であり、例としては、ルクセンブルク・ファンド・ラベリング・エージェンシー (LuxFLAG) またはサスティナビリティ・イニシアチブが提供するスキームなどがあります。

	公的報告書に関する独立した/第三者による保証
	第三者による保証活動の裏付けであり、PRI透明性レポートを除くRIレポートとは別形式の、信頼性に関して公的な結論を示すものであり、代表例としては、CSR、RI、サスティナビリティまたは統合レポートなどがあります。 

	保有投資資産に関する外部の/第三者によるESG監査
	投資家は保有する株式等を発行する企業のESG特性について理解を深めることとともに、その保証を求めています。一般的に、保証とは、データを収集、見積り、提示するという投資家自身のプロセスに対する保証です。



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 04
	必須
	説明
	一般



	CM 04
	指標

	CM 04.1
	本年度のPRI透明性レポートの保証を予定している

	
	 PRI透明性レポート全体を対象に保証される予定である
  選択されたデータを対象に保証される予定である
 本年度のPRI透明性レポートが保証される予定はない

	CM 04.2
	PRI透明性レポート全体またはそのうちの選択されたデータに対して行われる保証について、詳細を提供してください。

	
	保証完了予定日
	保証の対象となるデータ
	関連モジュール
	保証を行う者
	使用した保証基準
	目指した保証レベル

	
	[日付]
	 財務・組織データ
 RI活動関連データ
 RIポリシー
 RIプロセス（エンゲージメントプロセス等）
 ポートフォリオのESG運用データ
 その他、具体的に記入___
	[モジュールのチェックボックス]
 組織概要
 モジュール 2
 モジュール 3
等
	
	 ISAE/ ASEA 3000
 ISAE 3402
 ISO規格、具体的に記入____
 AAF01/06
 AA1000AS 
 IFCパフォーマンス基準
 ASAE 3410 温室効果ガス報告に対する保証業務
 国家規格、具体的に記入____
 その他、具体的に記入____
	 限定的またはそれに準じるもの
 合理的またはそれに準じるもの

	CM 04.3
	補足情報 [任意]




	[bookmark: _Hlk524792290]
CM 04
	説明

	CM 04.1
	貴組織が本年度のPRI透明性レポートに固有な、第三者による独立した保証を取得する予定でいる場合には、該当する回答オプションを選択してください。

	ロジック

	CM 04
	[CM 01.1] において「本年度のPRI 透明性レポートの中の主要な回答について第三者の保証」以外の選択肢を選択した場合、 [CM 04] が適用されます。
[CM 04.1] において「PRI透明性レポート全体を対象に保証される予定である」または選択されたデータを対象に保証される予定である」を選択した場合、 [CM 04.2] が適用されます。



	[bookmark: _Hlk524795502]CM 04
	定義

	目指した
保証レベル
	多くの場合、エンゲージメント活動の保証には二つの異なる種類があります。例えば、ISAE3000は、「限定的な保証」および「合理的な保証」のために利用されており、一方、 AA1000は、「高度な」および「中程度の」水準の保証のために使われています。
合理的な保証は、限定的な保証エンゲージメントよりも高いレベルの信用を提供し、RIプロセスの場合、ある程度、データ収集プロセス、または情報そのものを見直します。IFAC定義のように、合理的な保証では、「当方の見解では、XYZ基準に基づき、あらゆる重要な点において、内部統制が有効である」など、実施者が肯定的な形で結論を伝えます。
限定的な保証では、「XYZ基準に基づき、あらゆる重要な点において、内部統制が有効でないと当方が信じるに足るものは何一つ見当たらなかった」など、実施者が否定的な形で結論を伝えます。






	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 05
	必須 
	説明
	一般



	CM 05
	指標

	[bookmark: _Hlk524795759]CM 05.1
	本年度のPRI透明性レポート から選択された回答に対する、または、本年度の PRIへの回答にその後使用された他のソースからのデータポイントに対する、第三者保証について、詳細を提供してください。

	
	保証の対象となるデータ
	関連
モジュール
	保証を行った者
	使用した保証基準
	目指した
保証レベル
	外部保証提供者の報告書へのリンク先
	元データ・ソースのリンク先（公表データの場合）

	
	 財務・組織データ
 RI活動関連データ
 RIポリシー
 RIプロセス（エンゲージメントプロセス等）
 ポートフォリオのESG運用データ
 その他、具体的に記入___
	 [モジュールのチェックボックス]
 組織概要
 モジュール 2
 モジュール 3
等
	
	 ISAE/ ASEA 3000
 ISAE 3402
 ISO規格、具体的に記入____
 AAF01/06
 AA1000AS 
 IFCパフォーマンス基準
 ASAE 3410 温室効果ガス報告に対する保証業務
 国家規格、具体的に記入____
 その他、具体的に記入____
	 限定的またはそれに準じるもの
 合理的またはそれに準じるもの
	
	

	CM 05.2
	補足情報 [任意]





	[bookmark: _Hlk524796472]CM 05
	説明

	CM_05.1
	PRI報告書に対する回答と報告書内で使用されているその他のデータソースの両方に対して外部保証を行った場合、PRI透明性レポートに関連する保証の詳細を提供してください。
情報種別に関する説明
· 財務および業務データ： 例えば運用資産、資産配分およびスタッフ数が含まれます。 
· ポートフォリオのESG運用データ： このデータにはインフラ、不動産、農地、森林、農業および包括的金融など、物的資産に関わりが大きい炭素排出量、環境への影響、水の消費や廃棄の発生などが考えられます。
· RI活動関連RIデータ：これらは、投票数、エンゲージメント対象企業の割合、炭素目標をもつ不動産資産の割合、ESGスクリーニングが適用されるアクティブ運用における記載された資産の割合など、RI活動を裏付ける数値データまたはパーセンテージ型データのことです。
· RIプロセス：エンゲージメント、スクリーニング、投資選定および運用会社選定プロセスなど。このプロセスの保証は、より幅広い戦略内のプロセスの存在に限定されます。貴組織が、記載されているこれらのプロセスの的確な実施を行った場合、RIプロセスの保証に触れているCM_01.6 でそれらの詳細を提供してください。
基準：データを保証する目的で使用した基準を選択してください。

	ロジック

	CM 05
	[CM 01.1] において「本年度のPRI透明性レポートの中の主要な回答について第三者の保証」あるいは「その後に、本年度のPRIへの回答に使用された他のソースからのデータポイントに関する第三者の保証」と回答すると、[CM 05] が適用されます。

	事例

	関連サブ指標CM 05.1：
	保証の対象となるデータ
	関連モジュール
	保証を行った者
	使用した保証基準
	目指した保証レベル
	元データ・ソースの
リンク先（公表データの場合）
	監査報告書への
リンク先

	RIに関するスタッフ研修
	戦略とガバナンス
	KMPG
	AA1000
	限定的
	www.x.com
	www.y.com









	CM 05
	定義

	目指した
保証レベル
	多くの場合、エンゲージメント活動の保証には二つの異なる種類があります。例えば、ISAE3000は、「限定的な保証」および「合理的な保証」のために利用されており、一方、 AA1000は、「高度な」および「中程度の」水準の保証のために使われています。
合理的な保証は、限定的な保証エンゲージメントよりも高いレベルの信用を提供し、RIプロセスの場合、ある程度、データ収集プロセス、または情報そのものを見直します。IFAC定義のように、合理的な保証では、「当方の見解では、XYZ基準に基づき、あらゆる重要な点において、内部統制が有効である」など、実施者が肯定的な形で結論を伝えます。
限定的な保証では、「XYZ基準に基づき、あらゆる重要な点において、内部統制が有効でないと当方が信じるに足るものは何一つ見当たらなかった」など、実施者が否定的な形で結論を伝えます。







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 06
	必須 
	説明
	一般



	
CM 06
	指標

	CM 06.1
	RI関連プロセスの第三者による保証もしくは監査の詳細、または（本年度PRIに報告された）RI関連プロセスに関する、内部監査人により実施された内部監査の詳細を提供してください。

	
	保証の対象となったRIプロセス
	保証を行った者
	プロセス保証完了日 (dd/mm/yy)
	使用した保証基準
	目指した
保証レベル

	
	 RI活動関連データ
 RIポリシー、具体的に記入 [文字列] 
 RI関連ガバナンス
 エンゲージメントプロセス
 代理投票プロセス
 記載された資産における統合プロセス
 記載された資産におけるスクリーニングプロセス
 記載された資産におけるテーマプロセス
 非記載された資産における投資選定プロセス
 外部運用資産のための運用会社選定プロセス
 外部運用資産のための運用会社任命プロセス
 外部運用資産のための運用会社モニタリングプロセス
 第三者不動産管理会社SAMプロセス
 第三者インフラ管理会社SAMプロセス
 プライベートエクイティ投資の選定プロセスにおけるESG組み入れ
 インフラまたは不動産資産に関する投資後ESG活動
 その他、具体的に記入___
	
	
	 IIAの内部監査の専門職的実施の国際基準
 ISAE 3402
 ISO、具体的に記入____
 AAF 01/06
 SSE18
 AT 101（財務データを除く）
 その他、具体的に記入

	 限定的またはそれに準じるもの
 合理的またはそれに準じるもの

	CM 06.2
	補足情報 [任意]

	
	







	ロジック

	CM 06
	[CM 01.1]において「（本年度PRIに報告された）RIプロセスの実施に関する第三者による保証または監査」あるいは「（本年度PRIに報告された）RIプロセスまたはRIデータの正確な実施や正確性についての内部監査」と回答すると、[CM 06]が適用されます。
[CM 06.1] の選択肢は、先行モジュールで選択されたRIプロセスには左右されます。

	事例

	関連サブ指標CM 06.1:
	保証の対象となった
RIプロセス
	保証を行った者
	プロセス保証実施時期 (年/月)
	使用した保証基準
	
目指した保証レベル

	 エンゲージメントプロセス
	PwC
	2017年1月
	 内部監査業務の専門的実務に係るIIAの国際的基準
	 合理的またはそれに準じるもの






	CM 06
	定義

	目指した保証レベル
	多くの場合、エンゲージメント活動の保証には二つの異なる種類があります。例えば、ISAE3000は、「限定的な保証」および「合理的な保証」のために利用されており、一方、 AA1000は、「高度な」および「中程度の」水準の保証のために使われています。
合理的な保証は、限定的な保証エンゲージメントよりも高いレベルの信用を提供し、RIプロセスの場合、ある程度、データ収集プロセス、または情報そのものを見直します。IFAC定義のように、合理的な保証では、「当方の見解では、XYZ基準に基づき、あらゆる重要な点において、内部統制が有効である」など、実施者が肯定的な形で結論を伝えます。
限定的な保証では、「XYZ基準に基づき、あらゆる重要な点において、内部統制が有効でないと当方が信じるに足るものは何一つ見当たらなかった」など、実施者が否定的な形で結論を伝えます。







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 07
	必須 
	説明
	一般



	
CM 07
	指標



	
CM 07.1
	PRI透明性レポート 全体（またはその中から選択されたデータ）を内部で見直した、または検証した者を示し、選択されたデータにこれが適用される場合には、どのデータを見直したか具体的に記入してください。

	
	検証実施者
	検証対象データ
	関連モジュール


	
	 CEOまたはその他チーフ・レベルのスタッフ
 承認 
 全回答の見直し
	各行には次の選択肢がある
 ポリシー
 包括的な戦略およびプロセス
 資産の種類別プロセス
 RIプロセスに関連する定量的データ
 その他、具体的に記入 [文字列]
	各行は完了したモジュールのチェックボックスを表示する
 組織概要
 モジュール 2
 モジュール 3
等

	
	 取締役会
 承認 
 全回答の見直し
	
	

	
	 投資委員会
 承認 
 全回答の見直し
	
	

	
	 コンプライアンス部門
	
	

	
	 RI/ESGチーム
	
	

	
	 投資チーム
	
	

	
	 法務部門
	
	

	
	 その他 (具体的に記載して下さい)_______
	
	

	CM 07.2
	補足情報 [任意]

	
	



	ロジック

	CM 07
	[CM 01.1] において「PRIへの提出前の回答に対する内部検証（例：CEOまたは取締役会によるもの）」と回答すると、[CM 07] が適用されます。







	セクション

	[bookmark: _Toc23339480]フィードバック



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 08
	任意報告
非開示
	説明
	一般



	CM 08
	指標

	CM 08.1
	PRI報告フレームワークが組織における原則の実施状況についてどの程度まで捕捉しているかを明示してください。

	
	
	かなりの程度まで
	ある程度まで
	わずかな程度にとどまっている
	まったく捕捉できていない

	
	最も当てはまるものを選択してください
	
	
	
	


	CM 08.2
	「わずかな程度にとどまっている」または「まったく捕捉できていない」を選択した場合は、PRI報告フレームワークが貴社の原則実施を捕捉することについて、どう改善できるか提案してください。

	
	

	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	



	CM 08
	説明

	CM 08
	
最新の報告フレームワークでは、2021報告年度用の新たな報告フレームワークの開発があるため、さらなるフィードバック指標は削除されました。リポーティングおよび評価の将来に関する署名機関のフィードバックは、2019年の報告フレームワーク・コンサルテーションの際に受付しました。協議の成果についてはここで確認できます。
その他の質問または追加のフィードバックは、reporting@unpri.orgまでメールしてください。

	ロジック

	CM 08.2
	[CM 08.1] で「わずかな程度にとどまっている」または「まったく捕捉できていない」を選択した場合、[CM 08.2] が適用されます。

	
	







[bookmark: _Hlk524802809]
	セクション

	[bookmark: _Toc23339481]連絡先情報



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 09
	必須報告
非開示
	説明
	一般



	CM 09
	指標

	CM 09.1
	主担当者および副担当者の詳細を記載してください。

	
	
	名
	姓
	Eメールアドレス

	
	主担当者
	
	
	

	
	副担当者
[任意]
	
	
	

	
	データポータル担当者 1
	
	
	

	
	データポータル担当者  2 [任意]
	
	
	



	CM 09
	説明

	CM 09
	主担当者および副担当者には、報告された情報に基づく問い合わせの場合に連絡が行き、報告・評価プロセスについてのあらゆるフォローアップ情報を受け取ります。
データポータル担当者は、新たな機能、評価報告書の発表、条件の変更など、データポータルに重要な変更が発生した場合、通知を受けます。



	CM 09
	定義

	データポータル
	データポータルでは、署名機関による自身の報告書の閲覧、他の署名機関のプライベート透明性リポートおよび評価リポート閲覧のためのアクセス依頼ができるとともに、反対にアクセスの付与も可能です。また、ユーザーは公的回答をエクスポートすること、フィルターに合致する報告書を容易に検索できるよう、リストを作成することも可能です。 

	データポータル担当者
	データポータル内のユーザー種別には2種類あります。一般データポータルユーザーとデータポータル担当者です。その他のすべての機能に加え、データポータル担当者は、自身の署名機関の完全な透明性・評価報告へのアクセスを他の署名者に付与する権限を有しています。この担当者は自身の組織の最高幹部から承認を受ける必要があります。
データポータル担当者に指名される者は、貴組織の正式な法人メールを利用できる直接雇用の従業員でなければなりません。貴組織にスタッフはいないが、フィデューシャリー・マネージャーはいる場合、その者が貴社のデータポータル担当者となることができます。但し、提供されたメールアドレスのマッチングは1つの署名者アカウントに対してしかできません。



	セクション

	[bookmark: _Toc23339482]最終確認および送信



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	CM 10
	必須報告
非開示
	説明
	一般



	CM 10 
	指標

	CM 10.1
	PRI報告フレームワークへのご回答ありがとうございます。
以下のリンクをクリックすると、報告された情報がRI透明性レポートにどのように表示されるかをご覧いただけます。RI透明性レポートは一般に公開されます。 
いずれかの指標に間違って回答していた場合は、オンライン報告ツール上の該当する指標に戻り適宜修正してください。 
[RI透明性レポートを確認してください]

	CM 10.2
	「報告義務」指標に加え、組織が「公開」と表示したすべての情報の公表をPRIに許可するかどうかを明示してください。
一旦報告が送信されますと、回答を修正することはできなくなり、「公開」と表示された情報は自動的にPRIウェブサイト上に掲載されることになります。

	
	 組織が「公開」と表示した情報の開示をPRIに許可します（2018年6月）。

	
	 報告した情報を送信しますが、PRIがこれを公開することは許可しません（準備期間の組織にのみ適用されます）。

	CM 10.3
	もし選ばれた場合、PRIは、リーダーシップワーク紹介の一環として、貴社の公開されている回答を使わせていただきたいと考えています。紹介を希望されない場合はチェックを外してください。

	
	 PRIのリーダーシップワークの事例紹介に含めていただきたい。 




	CM 10
	説明

	CM 10.3
	PRI は、リーダーシップワーク紹介の一環として、優れた慣行を特定し、共有するために署名機関から報告された情報を使用します。リーダーシップ・リソースは特定の分野またはテーマに注目し、これらは毎年順番に変わっていき、様々なタイプの署名機関、様々な慣行が認められることになります。PRIは、リーダーシップ委員会、署名機関のランキング表の公表は行いません。詳細はこちらをお読みください。 

	ロジック

	CM 10.2
	準備期間（PRI署名機関としての初年度）の一環として回答の取りまとめを行っている組織については、回答の公表を許可しないオプションが表示されます。
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